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国連ハビタット設立目標

すべての人に適切な
住まいを提供する

１．災害に強く、コミュニティを促進する、
地下空間付き基礎工法「ＮＣＺ工法」

2．簡易な方法で雨水を衛生的に貯水し、
利用する雨水貯水地下タンク

お役に立ちたい！

当社でご提供
できる技術協力
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ＮＣＺ工法

の特長 （２）快適な居住スペース確保と、コミュニティ促進

住宅地完成イメージ

（１）環境負荷(CO2)を抑え、災害に強い人工地盤の構築

１．災害に強く、コミュニティを促進する、地下空間付き基礎工法「ＮＣＺ工法」

地盤と一体となった強固な人工地盤

道 路

一般的にダンプなどの重機を使って、土砂を搬入し、盛土を行います。

問
題
点

重機による土砂の搬入(搬出)は、
①環境負荷(CO2)が大きい

②コストが高い
③交通安全面での問題

などが発生しやすい

ＮＣＺ工法が解決します！

（１）環境負荷(CO2)を抑え、災害に強い人工地盤の構築

１．災害に強く、コミュニティを促進する、地下空間付き基礎工法「ＮＣＺ工法」

（工事例）低地で、河川のそばに住宅地を開発する場合
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道 路

（１）環境負荷(CO2)を抑え、災害に強い人工地盤の構築

１．災害に強く、コミュニティを促進する、地下空間付き基礎工法「ＮＣＺ工法」

（工事例）低地で、河川のそばに住宅地を開発する場合

①掘削

①掘削

②盛土

③地下工作物設置 ③地下工作物設置④整地

【ＮＣＺ工程】①掘削→②盛土→③地下工作物設置→④整地
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道 路

木造２階建て住宅

①敷地内の土砂を最大限利用するため、敷地外からの土砂の搬出・搬入を最小に抑えることができます。
②地下工作物が土留めの役割を行うため、軟弱地盤な場所でも強固な人工地盤を構築できます。
③敷地を高くできるため水害にも強い住宅地となります。

（１）環境負荷(CO2)を抑え、災害に強い人工地盤の構築

１．災害に強く、コミュニティを促進する、地下空間付き基礎工法「ＮＣＺ工法」

（工事例）低地で、河川のそばに住宅地を開発する場合

木造２階建て住宅
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１．災害に強く、コミュニティを促進する、地下空間付き基礎工法「ＮＣＺ工法」

掘削

盛土

地下工作物
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１．災害に強く、コミュニティを促進する、地下空間付き基礎工法「ＮＣＺ工法」

地下工作物の鉄筋組立ての様子



10地下工作物の断熱型枠材を施工する様子

１．災害に強く、コミュニティを促進する、地下空間付き基礎工法「ＮＣＺ工法」
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１．災害に強く、コミュニティを促進する、地下空間付き基礎工法「ＮＣＺ工法」
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地盤と一体となった強固な人工地盤
（「ＮＣＺ工法」の施工例）

２戸

７戸
５戸

４戸

１．震災に強く、コミュニティを促進する、地下空間付き基礎工法「ＮＣＺ工法」
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福岡県糸島市の18軒の住宅地「荻浦ガーデンサバーブ」（南側）
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福岡県糸島市の18軒の住宅地「荻浦ガーデンサバーブ」（中庭）

1F ：46㎡

2F ：46㎡

地下室：46㎡

天井収納：22㎡

最大空間160㎡を確保することが可能

住空間：138㎡（約41坪）

あらゆるライフスタイル・
家族形態に対応できる
広い空間

１．災害に強く、コミュニティを促進する、地下空間付き基礎工法「ＮＣＺ工法」

14
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（２）快適な居住スペース確保と、コミュニティ促進



排水管

2730

4800

20060
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型枠を兼ねた両断熱材

鉄筋コンクリート

ポリエチレンシート

断熱材（厚50ｍｍ）

砂（厚30ｍｍ）

配水管 配水管

2400

250
排水管地下浸透水や湿気

を防ぐ手段

地下浸透水

冷気・暖気

結露
地下

浸透水
湿気 地下室内外の温度差を

極力減らし、結露や湿気
を防ぐ手段

両 断 熱

（厚300×高1000ｍｍ）
砕石層

砕石層+排水管

（２）快適な居住スペース確保と、コミュニティ促進

１．災害に強く、コミュニティを促進する、地下空間付き基礎工法「ＮＣＺ工法」

冷気・暖気

地下空間の水の問題を解決する仕組
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（２）快適な居住スペース確保と、コミュニティ促進

６１ｍ

７５ｍ

全敷地面積
2699.18㎡
（817坪）

１．災害に強く、コミュニティを促進する、地下空間付き基礎工法「ＮＣＺ工法」

日本でよく見られる

住宅地

住居戸数 １２戸

住居面積 2,299㎡

道路面積 400㎡

公園面積 0

全敷地面積
2699.18㎡
（817坪）

マスタープラン
(土地利用基本計画）

ゴミステション

歩車道分離

水と緑の公園
約400㎡

コモンハウス

ＮＣＺの住宅地
(タウンハウス形式）

住居戸数 １８戸

住居面積 1,840㎡

道路+駐車場
面積

242+217
＝459㎡

公園面積 400㎡

コモンハウス 30㎡
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（２）快適な居住スペース確保と、コミュニティ促進

１．災害に強く、コミュニティを促進する、地下空間付き基礎工法「ＮＣＺ工法」

①住宅地全体の基本計画を決める。
②日常生活の中で、住民同士が自然

と触れ合うような配置とする。
③｢車｣ではなく、｢歩行者｣中心の住宅

地配置とする。
④個々の住居面積を確保するのでは

なく、共有地面積を確保する

埋戻土
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国立大学法人九州大学との共同研究で実現した

雨水貯水地下タンク(愛称)「ためとっと」

短期間の簡単な工事で、大量の雨水を飲料水並みの水質で
貯水することができます。

２．雨水貯水地下タンク「ためとっと」



工程①掘削(2011年11月）
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工程②保護シート及び遮水シート設置

2
0



工程③取水さや管設置
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工程④砕石充てん
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砕石充てん完了状態
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砕石と砕石の間に
隙間(約50％)があって、
そこに雨水を貯水します。

単粒度砕石(４号)を使用す
ることで、かみ合わせ効果
が発生し、沈下や外力に
十分な強度を有します。
また液状化は粒度が大き
いので発生しません。

工程⑤埋戻土転圧
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完成状態(2011年12月）
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雨水貯水地下タンク
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6か月後、上部を庭と
して整備しました。

2012年６月現地(中庭)

ためとっと



雨水貯水地下タンク
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さらに約１年後、緑豊
かな庭に育ちました。

2013年5月現地(中庭)

雨水貯水地下タンク

ためとっと

※１ 当社開発の住宅地「荻浦ガーデンサバーブ」では4.6万円／ｔ（本体価格のみ）

※２ 残土処理・建物への配管費用・税金などは含まれていません。 状況によってコスト・工期は異なります。
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（１）大量の雨水を安価に貯水することができる（コスト5万円／t）※１ ※２

（２）材料入手と施工が容易で、工期が短い（工期約1か月/100ｔ) ※２

（３）メンテナンスがほとんど必要なく、水質は飲料水並みでアルカリ性

（４）貯水した雨水は、トイレの洗浄水や植物散水に使用可能で、
手押しポンプ等で取水できるため、災害時も使用可能

（５）上部は庭や駐車場などの利用が可能

（６） 流出抑制ができ、集中豪雨、都市型洪水の「減災」対策として有効

（７）「スマート化」で、現在の貯水量等が見える(オプション）

特長

２．雨水貯水地下タンク「ためとっと」



「ためとっと」水質推移
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検査項目 単位
基準値 2012.6

（施工当初）
2013.10.28 2013.12.4 2014.2.17 2014.8.18 2014.10.28 2015.2.16 2015.8.4

飲料水 洗濯水

1 水温 ℃ － 23.3 19.5 12.9 8.6 23.1 20.5 10.4 22.8 

2
一般細菌数

（1ml中に含まれる細菌の数）
個/mL 100以下 1000以上 88 110 40 120 56 5 10 

3 大腸菌 － 検出されないこと 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

4 硝酸態窒素および亜硝酸態窒素 mg/L 10以下 0.2 0.18 － － 0.30 0.26 0.95 0.35 

5
有機物

（全有機炭素（TOC）の量）
mg/L 3以下 0.9 0.6 － － 0.5 <0.3 0.4 0.5 

6 味 －
異常で
ないこと

― ― 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

7 臭気 －
異常で
ないこと

― 異常なし 微藻臭 微藻臭 異常なし 微腐敗臭 異常なし 異常なし 異常なし

8 色度（着色度） 度 5以下 ＜1 1.4 0.6 0.7 0.9 ＜0.5 0.8 1.2 

9 濁度 度 2以下 1以下 ＜0.1 0.1 ＜0.1 ＜0.1 ＜0.1 ＜0.1 ＜0.1 ＜0.1

10 塩化物イオン mg/L 200以下
20ppm
以下

3.3 5.1 6.7 7.7 1.0 7.3 7.6 3.0 

11 pH値 － 5.8～8.6 6.0～7.0 6.6 7.9 7.9 7.8 8.0 7.9 7.9 7.9 

12
カルシウム、マグネシウム等
（硬度）

mg/L 300以下
50ppm
以下

156 80 87 97 89 78 94 80 

13 鉄およびその化合物 mg/L 0.3以下
0.05ppm

以下 0.03未満 ＜0.01 ＜0.01 ＜0.01 ＜0.01 ＜0.01 ＜0.01 ＜0.01

14 マンガン mg/L ―
0.05ppm

以下 ― ― ＜0.005 ＜0.005 ― ― ― ―

15 蒸発残留物 mg/L ―
100ppm

以下
― ― 120 130 ― ― ― ―

16 シリカ mg/L ―
15ppm
以下

― ― 3.6 3.0 ― ― ― ―

17 過マンガン酸カリ消費量 mg/L ―
10ppm
以下

― ― 1.7 1.1 ― ― ― ―

18
化学的酸素要求量（COD値）

mg/L ―
2ppm
以下

― ― 0.7 0.8 ― ― ― ―

19 溶存酸素 mg/L
異常で
ないこと

― ― ― 5.2 4.7 ― ― ― ―

20 電気伝導度 mS/m ― 20以下 ― ― 20 22 ― ― ― ―

※mg/L≒ppm

≪表１水質検査結果の比較≫

大幅改善 飲料水並みの水質を実現！ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

なぜ「ためとっと」は、ほぼメンテフリーなのか？
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ズバリ「微生物」のおかげです！

「ためとっと」を設置後、半年～1年後に砕石(礫）の間に棲む微生物が浄化してくれるのです。
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海外展開のチャンス(国連ハビタットからの依頼)

2012.11/29福岡県より推薦をいただき、国際連合人間居住計画
(ハビタット)主催の「アジアの都市連携による環境技術専門家会
議」に出席し、題名「中小企業でもできる持続可能な住宅環境開
発」で、プレゼンの機会をいただく。

2012.11/29

①安価な工事費
②短期間の工事
③現地で入手可能な材料
④特別な施工能力は必要なく、現地人で対応可能
⑤施工後の管理が容易

採
用
の
決
め
手

設置場所(プーサイ村小中学校)
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（１）設置場所：アタプー県プーヴォン地区
①タウム村（小学校）②プーサイ村（小中学校）

（２）貯水量：約100ｔ貯水×２基

ラオスでの「いのちの水事業」（渡航期間2014.6/29～7/5）

（３）設置目的：飲料
（４）給水対象人数

①タウム村(400人)②プーサイ村（200人)
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ラオスでの「いのちの水事業」② 工事工程

言葉や予算、時間など多くの壁はありましたが、毎日日が暮れるギリギリまで作業を行っていた
だき、良いチームワークを築き、無事「ためとっと」を完成できました。
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ラオスでの「いのちの水事業」③ メンバー

従事したスタッフ数
(監督2名、オペレーター１名、作業員5名）



35

ラオスでは7月から12月の雨が降りにくい乾季の時期が半年間続きますが、その間約4か月、水を汲むことがで
きたそうです。

また水と衛生普及教育の一環として、現地の方がこの水を活用した庭での野菜作りなども行われたようです。

ラオスでの「いのちの水事業」④その後について

（１）安定的な飲料水が
確保できる都市型「ミニダム」



37（２）集中豪雨から人命を守る「減災施設」
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ご清聴をいただき、
ありがとうございます。

（株）大建 松尾憲親


